
第 3 期（2005 年度）ＳＳＣＳ（Small Schools for Civil Society）

インターンシップ奨励プログラム

活動カリキュラム(2005 年 6 月～2006 年 6 月)

■団体概要 記入日 2005 年 2 月

団体名
（小さな学校）

特定非営利活動法人 せんだい・みやぎ NPO センター

代表者・連絡担当者 代表者 常務理事・事務局長 紅邑晶子 連絡担当者 同左

団体住所等

〒 980―0804
仙台市青葉区大町２－６－２７岡元ビル４F
電話：022-264-1281 FAX：022-264-1209

E-mail：minmin@minmin.org URL： http://www.minmin.org/
連絡のつく曜日・時間帯：月 ～金 9:30～18：30

設立時期 １９９７ 年 １１ 月 1 日 設立 （任意団体として）

団体の活動目的と活動内容

仙台･宮城における市民活動団体の活動促進･支援を目的として、主に市民活動団体の活動基盤の整備
を様々な自主事業を通じて行っている、民間の中間支援組織。3 つのセクター間(NPO･行政･企業)の
連携を深めるための事業提案や協働事業を実施している。主な活動としては、1999 年に受託した仙台
市の施設｢市民活動サポートセンター｣の管理･運営。企業との連携により、企業の資源を NPO に提供
する仕組み｢サポート資源提供システム｣の運用。市民ファンドとして開設された｢みんみんファンド｣
の運用。ＮＰＯの情報支援システム「NPO 情報ライブラリー」の開設・管理・運営を行なっている。

■活 動 カ リ キ ュ ラ ム

活動名 新規事業｢ドナーの学校｣のプログラムマネージャー

主な活動場所

最寄駅名と駅からの距離

せんだい・みやぎ NPO センター事務局

最寄駅：市営バス・東北電力ビル前駅から徒歩 ８分

地下鉄・広瀬通駅 徒歩 8分



スケジュール

2005 年 6 月 19 日

＜＜前期＞＞

2005 年 11 月頃
＜＜後期＞＞

2006 年 6 月

＜ 活 動 な ど ＞ （カリキュラムは、状況や事情により変更になる場合があります）

入校式・事前研修会（3期）
・ インターン開始

最初は、当センターの活動目的や NPO に関する基礎知識、当センター事業に関す
る研修を行ないます。そのあとで､新規事業｢ドナーの学校｣のプログラムマネージ
ャーとして、企画・準備・実施のための仕事をお願いします。また､同時に当セン
ターが NPO の情報支援をしている事業｢NPO 情報ライブラリー｣のデータ更新の作
業やライブラリー登録団体へのヒアリングなどもお願いすることになると思いま
す。なお、当センターでは同時にいくつもの事業を行なっているため、他の事業
のサポートに入ってもらうこともあります。
＊｢ドナーの学校｣では、NPO の資金調達を楽しく､面白く行なうための募金箱コン
テストや市民や企業のための寄付体験企画「ドネーションパーティ」といったこ
とを実施する予定です。なお、ここで使っている「ドナー」とは、NPO の活動に
共感して寄付をしてくれる「寄付者」の意味です。

中間研修会

担当事業が終了していない場合は､継続してその事業の実施・報告書の作成などを
担当してもらいます。また、引き続き情報ライブラリー｣のデータ更新の作業も担
当してもらいます。なお､１１月を中心に行なう大キャンペーン｢せんだい CARES｣
の取材などもお願いすることになると思います。

「情報ライブラリー｣のデータ更新の作業やライブラリー登録団体へのヒアリン
グや当センターで行なう各種事業へのサポートにはいってもらうなど、NPO 支援
プログラムの現場を体感してもらいます。

修了報告会(3 期)／入校式・事前研修会(4 期)

総括的な受け入れ指導者名（スーパーバイザー）：紅邑 晶子
日常的な受け入れ担当者名（メンター） ：紅邑 晶子

■ インターンに期待すること （求められる専門性、技能などについて）

・ 文章力
・ 読解力
・ パソコンによる事務作業能力 [Word][Excel]ホームページ作成など
・ コミュニケーションスキル

■ 活動日・活動時間についての希望

・ 基本的には､月曜日から金曜日 １０：００～１８：００の時間帯
・ 週１日～２日 ４時間～８時間
・ ただし､事業の実施状況により､土日の出勤 ２２：００ぐらいまでの勤務時間が及ぶことが可能

であること

■ 団体の活動を理解するために役に立つと思われる資料や情報

・ 当センターと仙台市市民活動サポートセンターのホームページ
・ 『せんだい・みやぎ NPO センターの仕事』 （せんだい・みやぎ NPO センター発行）
・ 『仙台市市民活動サポートセンター５年の軌跡』 （せんだい・みやぎ NPO センター発行）
・ 『市民の日本語』 （ひつじ書房発行）当センター代表理事加藤哲夫の著書
・ 『NPO のつくり方』 （主婦の友社発行）当センター代表理事加藤哲夫の著書

＊ 上記４冊の書籍は、当センターにて販売しています。また、いずれも仙台市市民活動サポー
トセンターの情報サロンにて貸し出し図書として扱っています。



■ その他
当センターは、市民活動団体の活動基盤を整備するための活動を行なう中間支援組織といわれる
団体です。NPO と市民､NPO と企業､NPO と行政､NPO と NPO の間をつなぐ面白さを体験できるとこ
ろだと思います。いろんな機会を提供することが可能だと思いますが､一方で､インターン生がど
んなことをわたしたちの団体に提供できるのかということも、重要なファクターだと考えていま
す。しっかりと情報収集をして､よきパートナーとなる方との出会いを期待しています。

先輩からのメッセージ

前田 和幸 第２期インターン 大学４年（参加当時）

このプログラムは､ＮＰＯの現場を学ぶという意味でも社会を学ぶという意味でも大変意義の
あるプログラムであると私は感じています。しかし、その取り組み姿勢によってその効果は､大
きく変わります。私の場合は､このプログラムで活動するにあたりスケジュール的な面で大変迷
惑をかけてしまいました。そのため､スケジュールには余裕を持ってこのプログラムに参加し、
大きな効果を得てほしいと思います。

先輩からのメッセージ

林 真紀 第２期インターン 大学１年（参加当時）

企業でのインターンシップとは違った視点から幅広い社会を学ぶことができます。それは、自
分の住んでいるもしくは通学している地域、企業、行政のことであったり、ＮＰＯが必要とされ
ている今日の社会であったりと様々。もちろん「働き方」ということも学べます。一年にわたり
ＮＰＯの現場に密にかかわれることは、他ではめったにない機会です。せっかく参加するので、
「これを達成したい！」という思いをもってぜひ参加してみてください。また、できる場になる
と思います。


